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研究成果の概要： 

情景中に存在する文字情報を OCR（光学式文字読み取り装置）によって電子化するために，

OCR に対して文字パターンを１文字ずつ入力させるために必要な前処理方法を提案した．さら

に，接触あるいは重ね書きされた文字情報の一例である答案採点記号に対して，文字同士を分

離し，認識結果を提示する電子化支援システムの実現を目指した．試作段階であるが，本校の

入試で用いた模擬解答用紙に対して，ほぼ実用レベルの分離抽出と認識結果が得られた． 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

20 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,600,000 780,000 3,380,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・情報図書館学・人文社会情報学 
キーワード：文字認識，電子化支援，OCR，文字情報，文書画像 
 
１．研究開始当初の背景 

 
オフライン文字認識の基本技術は，パター

ン理解・認識・文書画像処理の分野に属し，
様々な研究結果が国内外で報告されている．
実際に，ＦＡ【Factory Automation】やＯＣ
Ｒ【Optical Character Reader：光学式文字
読み取り】が実用レベルに達している状況か
ら見ても，オンライン文字認識同様に文字認
識の基本技術を応用された汎用製品例は数
多い．しかしながら，それらの汎用製品例で
は，文字認識技術が対象としている文字パタ

ーンは，文書や電子基盤上の活字文字や制約
手書き文字のレベルに限定されていること
が多い．この制約を緩和するために，対象と
する文字パターンを自由手書き文字や情景
中の文字や文字列に拡張した文字認識の研
究が行われている.特に，自由手書き文字認
識についても，高い認識率が得られるように
なったが，これはあくまで学習パターンに対
してであり，未知パターンに対しては，大幅
に認識率が低下する．また，辞書パターン以
外の文字が入力パターンであっても，それを
棄却する方法についても未解決であるため，



辞書パターンから何らかの認識パターンを
出力してしまう問題が残る． 

次に，情景画像中の文字を対象とした文字
認識技術の適用に関する研究については，車
両のナンバープレート番号，道路標識の制限
速度等の定型で，かつ，書式の定まっている
文字以外に殆ど見られない．つまり，情景で
は，文字が取り巻く周りの環境の影響を多分
受けることや，情景中のどこに文字が存在す
るかの事前知識がないため，そもそも文字が
存在する場所の特定自体が困難である．この
文字が存在する場所を，従来の文字認識技術
を用いた検出手法を導入するにしても，未知
パターンに対しても高い認識精度が得られ
る認識器を用意しなければ，正確な位置検出
や文字候補領域を見つけ出すのは困難とい
える．さらに，認識を前提にすると，情景そ
のものを高解像度でディジタル化しなけれ
ば，情景で見掛け上遠方にある文字パターン
を高精度に認識するだけの解像度がディジ
タル画像から得られない.  

以上のことから，情景中の文字が存在する
場所の特定するために，文字認識技術をベー
スとするならば，文字パターンの解像度に左
右されず，あらやる文字に対して高い認識精
度が得られる文字認識技術の開発が不可欠
となる．しかしながら，現状の文字認識技術
の動向を見る限り，早々に解決される課題で
はないことは明らかである．そこで，現状の
文字認識技術を，情景中の文字に適用を可能
とする手法の提案が必要との着想に至った． 

この着想を具現化するには，文字認識処理
以前の前処理部となる，情景中の文字の存在
位置の検出（文字スポッティング），文字情
報の抽出もしくは分離抽出，文字切り出しと
いう３つの技術の開発が必要となる． 

本研究では，上記の前処理部を実現するた
めに重点的に研究するものであり，ＯＣＲ
（既存の文字認識技術）の適用範囲を拡張す
る上で必要な知見を提供するものであり，学
術的にみても推進すべき重要な研究課題で
ある． 
 
２．研究の目的 
 

本研究では，情景に存在する様々な文字情
報に対して，ＯＣＲの適用を可能とする手法
の提案と，ＯＣＲと人間が対話形式で協調し
あうことで，ＯＣＲの認識結果を参照した文
字情報の誤り箇所発見や，認識結果に対して
人間が容易に認識結果を修正できる，情景に
存在する文字情報の電子化支援システムの
開発を目的とする． 

 
３．研究の方法 

本研究の中で研究を進める，文書レベルに

おける文字情報の電子化を支援する手法の
提案と有効性の検証（平成１９年度研究），
ならびに，ＯＣＲで良好な認識結果が得られ
ない情景レベルで存在する様々な文字情報
に対して，ＯＣＲと人間が対話形式で協調し
合いながら文字情報を電子化するシステム
の開発（平成２０年度研究）の方法について
説明する． 
特に，平成１９年度は，文書レベルでの文

字情報の電子化システムとして，開発にあた
っては，今後，e-Learning や JABEE の実施に
おいて，教育内容が問われていく中で増加す
ると予想されるレポート回収や答案の学生
への早期返却を手助けするものとして，付随
してくる答案採点作業の負荷に伴う教官の
未採点や採点誤りを自動的にチェックし，人
間に採点結果の再確認を促す『答案採点支援
システム』の実現を目指す． 
このシステムの実現により，人間とＯＣＲ

の協調による２段階の答案に対するチェッ
クが行えるために，採点と評価に対する信頼
性を向上させることができる．さらに，シス
テムに改良を加えることによって，答案以外
の手書き文書への適用も可能であると同時
に，過去に蓄積された手書き文章に対する電
子化も可能にできると考えられる．この答案
採点支援システムの概念図を以下に示す． 
 

 
 
平成１９年度は，答案採点支援システムを

開発するために，以下の方法で研究を行う． 
(1)イメージスキャナを用いて，文書レベル
におけるＯＣＲの適用が困難である文書デ
ータの一つである答案用紙を入力して，実験
用の重ね書き文書画像データベースを作成
する． 
(2)既に開発済みの重ね書き文字の分離抽出
手法，実際の文書データに対して適用し，正
確に分離抽出が可能となるように改善する． 
(3)分離抽出された文字候補に対して，既存
の活字専用ＯＣＲと手書き文字ＯＣＲによ
る認識結果を得ると共に，その認識精度の調
査を行う． 
(4)分離抽出手法を用いて分離抽出が困難で
あった文字情報に対しては，その文字を含ん
で構成される文字列内の他の文字認識結果
を用いて，分離抽出が困難である文字に対し

 



て，認識結果に基づく再分離抽出処理を実現
する． 
(5)誤認識結果に対して，人間が対話形式で
正しい認識結果に修正する処理部の開発を
行う． 
 
平成２０年度は，情景に存在する文字情報
の電子化とそれを支援するためのシステム
開発について研究する．平成１９年度度の研
究の文書レベルで，文字情報をＯＣＲとの対
話形式で協調し合いながら電子化する知見
に基づいて，情景レベルにおける文字情報の
電子化を支援するシステムへと拡張を試み
る．そこで，当初は，情景に存在する全ての
文字を対象とせずに，一様な背景上に存在す
る飾り文字でない文字情報に限定した『情景
文字情報電子化支援システム』の実現を目指
す．以下に，情景文字情報電子化支援システ
ムの概念図を示す． 

 
 

平成２０年度は，情景文字情報電子化支援
システムを開発するために，以下の方法で研
究を行う． 
(1)ディジタルカメラを用いて，文字情報を
含んだ様々な情景を撮影し，実験用情景画像
データベースを作成する． 
(2)既に開発済みの情景画像からの文字情報
の検出・抽出手法を適用し，情景画像から文
字候補を得る．そして，得られた文字候補に
対して，昨年度の研究同様にＯＣＲによる認
識処理を行う． 
(3)情景画像は，文書画像と異なり，画質や
解像度が低下しているために，文字パターン
の品質が劣化することが予想されるため，文
書画像の文字パターンの認識結果との文字
認識精度についての調査を行い，どの程度人
間が認識結果に対する関与が必要であるか
を明らかにする． 
(4)誤認識結果に対して，人間が対話形式で
正しい認識結果に修正する処理部の開発す
る． 
 
４．研究成果 
 

平成１９年度は，答案採点作業の負荷に伴
う教職員の未採点や採点誤りを自動的にチ
ェックし，人間に採点結果の再確認を促す

『答案採点支援システム』の実現を目指した． 
まず，高専の入試の解答用紙を用いて，模

擬的な答案を作成し，これら答案に対してイ
メージスキャナを用いて，答案画像化するこ
とで実験用答案画像データベースを作成し
た． 

既存の手法によって，答案画像から採点記
号を抽出し，抽出した採点記号において，接
触あるいは重ね書きされた文字同士を分離
抽出する手法について提案を行い，その有効
性を検証した．また，単一記号として切り出
した採点記号に対する高い認識率が得られ
る認識手法も提案した．これらの提案手法を
基に，答案採点支援システムのプロトタイプ
を開発した． 
結果として，分離抽出手法の改良と分離抽

出精度の向上が課題であるが，この点を克服
することで，現段階での採点記号認識精度か
らすれば，本支援システムは実用レベルで運
用が可能であるといえる． 
 現段階で，平成１９年度の研究方法でのべ
た（１）から（４）に対して完了することが
できているが，（５）については，分離抽出
精度の向上を達成後に，引き続き取り組む必
要がある． 
 
 次に，平成２０年度は，情景に存在する文
字情報の電子化とそれを支援するためのシ
ステム開発について研究した． 
まず，文字情報を含んだ様々な情景を撮影

し，実験用情景画像データベースを作成した． 
このデータベースに含まれる文字情報を

認識するために必要な文字情報の検出・抽出
の前処理である文字スポッティング手法を
提案した． 
そして，検出・抽出された情景中の文字情

報に対するＯＣＲ（光学式文字読み取り装
置）を用いた時の認識精度の調査，および，
情景中に文字情報が存在する位置特定（スポ
ッティング）の高精度化を図った． 
しかしながら，情景中の文字に対する認識

精度がそれほど高くないため，新たな手法を
導入して，これを解決すべく研究を引き続き
行っている．システムの開発においても今後
の課題である． 
現段階において，平成２０年度の研究方法

で述べた（１）から（３）に対しては，ほぼ
完了することができたが，（４）については，
修正する処理部の開発がまだ未達成だが，
近々に完成できる状況である． 
 
これら２年間の研究によって，情景中の文

字情報の電子化（文字認識）を実現するため
に必要な，文字スポッティング，文字情報の
抽出もしくは分離抽出，文字切り出し，の一
連の前処理技術の実現とともに，情景中の文
字情報をＯＣＲに入力するための前処理の



一手法を提案した． 
 以上のことから，情景中の文字情報，およ
び，重ね書きされた文字情報の電子化支援に
おける知見を国内外に示すことができ，ＯＣ
Ｒ技術の適用範囲をさらに拡大させること
に寄与した研究成果であったと言える． 
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